
土
岐
博
史
氏
の
卒
業
レ
ポ
ー
ト
（
Ｐ
22
～
23
）、
Ｍ

ｙ　

Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ　

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
Ｐ
24
～
25
）
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
平
成
25
年
３
月
に

「
近
代
化
え
ひ
め
歴
史
遺
産
総
合
調
査
報
告
書
」
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
報
告
書
を
も
と
に
手
に

取
っ
て
「
観
て
、
知
っ
て
、
学
べ
る
」
Ｂ
５
サ
イ
ズ

普
及
版
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
調
査

報
告
書
の
目
的
で
も
あ
る
県
民
の
み
な
さ
ま
に
近

代
化
遺
産
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

普
及
版
は
、「
近
代
化
え
ひ
め
歴
史
遺
産
総
合
調

査
報
告
書
」
の
近
代
化
遺
産
物
件
の
中
か
ら
選
抜

し
、
掲
載
し
ま
す
。

　

特
徴
は
、「
全
面
フ
ル
カ
ラ
ー
」、「
携
帯
し
や
す

い
Ｂ
５
版
」、「
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
地
図
掲
載
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ま
の
身
近
な
、
興
味
の
あ
る
物

件
か
ら
近
代
化
遺
産
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
刊
行
時
に
は
、
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

お
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

近
代
化
え
ひ
め
歴
史
遺
産
総
合
調
査
報
告
書
の

普
及
版
発
行
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
庁
舎　

所
在
地　

松
山
市
一
番
町　

建
築
年　

昭
和
４(

１
９
２
９
）
年

　

愛
媛
県
の
発
足
は
、
廃
藩
置
県
後
の
変
遷
を
経
て
の
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
で

あ
り
、
当
初
の
庁
舎
は
松
山
城
三
の
丸
の
旧
藩
庁
で
あ
っ
た
。
明
治
11
（
１
８
７
８
）

年
に
２
代
目
の
木
造
平
屋
建
て
庁
舎
が
現
在
地
に
建
て
ら
れ
、
明
治
42
（
１
９
０
９
）

年
建
築
の
３
代
目
の
木
造
二
階
建
て
洋
風
庁
舎
を
経
て
、
現
庁
舎
が
昭
和
４

（
１
９
２
９
）
年
２
月
に
竣
工
す
る
。

　

設
計
は
、
当
時
関
西
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
た
木
子
七
郎(

１
８
８
４
～

１
９
５
５
）、
構
造
は
内
藤
多
仲
博
士
（
１
８
８
６
～
１
９
７
０
）
が
協
力
、
施
工
は
安

藤
組
（
現
安
藤
建
設
）
と
い
う
近
代
的
建
設
体
制
で
取
り
組
ま
れ
た
。
木
子
七
郎
の
家

系
は
、
代
々
皇
室
に
関
係
し
た
棟
梁
で
、
父
清
敬
は
東
京
帝
国
大
学
の
造
家
学
科
の

教
壇
に
も
立
っ
た
人
物
で
あ
る
。
七
郎
も
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業(

１
９
１
１
年)

、

大
阪
で
設
計
事
務
所
を
開
設
し
、
新
潟
県
庁
舎
や
大
阪
・
東
京
の
日
赤
本
部
な
ど
の

設
計
を
手
が
け
た
わ
け
だ
が
、
愛
媛
の
地
で
活
躍
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
新
田
長
次

郎
（
松
山
出
身
の
実
業
家
、
松
山
高
等
商
業
学
校
の
開
設
に
尽
力
）
の
縁
者
と
な
っ
た

こ
と
の
影
響
が
大
き
い
。
彼
は
大
正
11(

１
９
２
２)
年
竣
工
の
フ
ラ
ン
ス
風
建
築
の

萬
翠
荘
や
石
崎
汽
船
本
社
ビ
ル
（
大
正
13
年
）
な
ど
の
設
計
に
携
わ
り
、
い
わ
ば
愛
媛

に
お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
の
黎
明
期
を
作
り
出
し
た
人
物
と
い
え
る
。

　

松
山
城
を
背
景
に
建
つ
本
館
は
、
中
央
に
ド
ー
ム
を
冠
し
た
塔
屋
を
配
し
、
左
右

対
称
の
比
翼
で
明
快
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
力
強
く
堂
々
と
し
た
姿
は
、
官
庁
建
築
の

権
威
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
丸
い
緑
の
ド
ー
ム
が
少
し
愛
く
る
し
い
。
正
面
の

石
造
り
階
段
を
上
り
車
寄
せ
を
ぬ
け
る
と
、
直
接
２
階
ロ
ビ
ー
に
達
す
る
。
外
観
仕

上
げ
は
２
階
窓
下
ま
で
は
花
崗
岩
貼
り
瘤
出
し
仕
上
げ
を
用
い
、
上
部
は
人
造
擬
石

塗
り
洗
い
出
し
仕
上
げ
で
あ
る
。
ま
た
、
車
寄
せ
か
ら
玄
関
に
か
け
て
は
す
べ
て
花

崗
岩
仕
上
げ
で
、
柱
型
や
軒
蛇
腹
部
の
花
崗
岩
の
彫
刻
仕
上
げ
は
優
雅
で
美
し
い
。

２
階
ロ
ビ
ー
と
な
る
正
面
玄
関
か
ら
階
段
ま
わ
り
は
、
床
・
腰
壁
と
も
大
理
石
貼
り
、

壁
上
部
・
天
井
は
ド
ロ
マ
イ
ト
プ
ラ
ス
タ
ー
塗
り
に
生
延
期
仕
上
げ
と
し
、
天
井
廻

り
の
縁
や
梁
は
刳
型
文
様
で
飾
ら
れ
、
階
段
踊
り
場
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
や
わ
ら

い
だ
光
を
投
げ
か
け
る
。

私立松山女学校正門
（現：松山東雲中学・高等学校正門）
（松山市）

大峯鉱山
（八幡浜市保内町）

水荷浦の段々畑
（宇和島市遊子）

愛媛県庁舎

長浜大橋
（大洲市長浜町）
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貴
賓
室
等
の
主
要
な
部
屋
の
床
は
楢
材
寄
せ
木
張
り
、

腰
壁
は
チ
ー
ク
材
羽
目
板
張
り
に
ニ
ス
塗
り
仕
上
げ
、

上
部
壁
は
コ
ル
ク
吹
付
け
、
ペ
ン
キ
拭
い
仕
上
げ
の
う

え
、
金
箔
置
き
と
な
る
。
４
階
に
設
け
ら
れ
た
政
庁
儀
典

室
は
、
柱
礎
や
柱
頭
、
天
井
が
ア
カ
ン
サ
ス
文
様
で
飾
り

付
け
ら
れ
、
荘
厳
な
内
部
を
華
や
か
に
飾
る
。

　

設
備
に
つ
い
て
も
、
電
灯
・
電
話
・
電
鈴
・
幹
部
職

員
登
退
庁
表
示
灯
の
各
設
備
、
電
気
時
計
、
給
排
水
、
衛

生
器
具
、
瓦
斯
、
消
火
設
備
の
ほ
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

備
、
浄
化
槽
に
加
え
、
唐
草
式
電
気
暖
房
設
備
が
備
え
ら

れ
、
当
時
と
し
て
は
極
め
て
モ
ダ
ン
な
庁
舎
で
あ
っ
た
。

落
成
式
は
４
月
19
日
に
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

そ
の
賑
や
か
さ
は
「
春
光
注
ぐ
青
空
の
下
、
白
亜
に
輝

く
新
県
庁
舎
の
落
成
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
午

前
10
時
か
ら
新
庁
舎
本
館
屋
上
西
側
の
バ
ル
コ
ニ
ー
で

神
式
に
よ
る
祭
典
、
続
い
て
11
時
か
ら
同
所
に
お
い
て

７
０
０
余
名
の
来
賓
列
席
の
な
か
、
落
成
式
が
あ
げ
ら

れ
た
。(

中
略)

新
県
庁
舎
は
４
月
21
日
か
ら
３
日
間
、

終
日
一
般
に
公
開
さ
れ
、
各
室
で
は
各
課
が
そ
れ
ぞ
れ

趣
向
を
凝
ら
し
た
県
勢
博
覧
会
を
開
催
、
こ
れ
ま
た
連

日
人
並
み
が
あ
ふ
れ
た
と
報
ぜ
ら
れ
た
」
と
さ
れ
る
。

　

愛
媛
の
地
に
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
物
が

幾
つ
か
姿
を
見
せ
た
な
か
で
、
威
風
堂
々
た
る
そ
の
姿

に
、
人
々
の
歓
喜
の
声
が
上
が
っ
た
。

（
報
告
書
Ｐ
２
２
８
，
２
２
９
［
曲
田
清
維
］
一
部
割
愛
）
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８
７
３
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、
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造
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建
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、
現
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１
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。
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、
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た
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七
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１
９
５
５
）、
構
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仲
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１
８
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６
～
１
９
７
０
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協
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、
施
工
は
安

藤
組
（
現
安
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建
設
）
と
い
う
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代
的
建
設
体
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で
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組
ま
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。
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子
七
郎
の
家
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、
代
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皇
室
に
関
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し
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梁
で
、
父
清
敬
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東
京
帝
国
大
学
の
造
家
学
科
の

教
壇
に
も
立
っ
た
人
物
で
あ
る
。
七
郎
も
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業(

１
９
１
１
年)

、

大
阪
で
設
計
事
務
所
を
開
設
し
、
新
潟
県
庁
舎
や
大
阪
・
東
京
の
日
赤
本
部
な
ど
の

設
計
を
手
が
け
た
わ
け
だ
が
、
愛
媛
の
地
で
活
躍
す
る
に
至
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た
の
は
、
新
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長
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郎
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業
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年
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フ
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に
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、
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山
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本
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は
、
中
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に
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を
冠
し
た
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屋
を
配
し
、
左
右

対
称
の
比
翼
で
明
快
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
力
強
く
堂
々
と
し
た
姿
は
、
官
庁
建
築
の

権
威
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
丸
い
緑
の
ド
ー
ム
が
少
し
愛
く
る
し
い
。
正
面
の

石
造
り
階
段
を
上
り
車
寄
せ
を
ぬ
け
る
と
、
直
接
２
階
ロ
ビ
ー
に
達
す
る
。
外
観
仕

上
げ
は
２
階
窓
下
ま
で
は
花
崗
岩
貼
り
瘤
出
し
仕
上
げ
を
用
い
、
上
部
は
人
造
擬
石

塗
り
洗
い
出
し
仕
上
げ
で
あ
る
。
ま
た
、
車
寄
せ
か
ら
玄
関
に
か
け
て
は
す
べ
て
花

崗
岩
仕
上
げ
で
、
柱
型
や
軒
蛇
腹
部
の
花
崗
岩
の
彫
刻
仕
上
げ
は
優
雅
で
美
し
い
。

２
階
ロ
ビ
ー
と
な
る
正
面
玄
関
か
ら
階
段
ま
わ
り
は
、
床
・
腰
壁
と
も
大
理
石
貼
り
、

壁
上
部
・
天
井
は
ド
ロ
マ
イ
ト
プ
ラ
ス
タ
ー
塗
り
に
生
延
期
仕
上
げ
と
し
、
天
井
廻

り
の
縁
や
梁
は
刳
型
文
様
で
飾
ら
れ
、
階
段
踊
り
場
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
や
わ
ら

い
だ
光
を
投
げ
か
け
る
。
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長浜大橋
（大洲市長浜町）

大下島灯台
（今治市関前）
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